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Religious Policy of Chinese Christianity and Government: 









 ① 公認教会と非公認教会の存在 
 ② 中国におけるキリスト教信仰の実態 

















































































































































 中国キリスト教と政府の宗教政策 45 
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５．展望と課題 
 






































  50 黄   大 衛 
 話が少し逸れるが、日本のキリスト教の信仰の習慣から見ると、大体「新共同訳聖書」と「新
改訳聖書」を使う二つのグループに分けられる。そのような区分に基づけば、中国のプロテスタ
ントの信仰は、公認教会であれ非公認教会であれ、全部日本の「新改訳聖書」を使うグループに
入れられる。また、中国へ秘密伝道している団体は日本の「新改訳聖書」を使うグループに属し
ている人が多い。もちろん、異例もある。その同じグループに属しているある牧師が、約30年前
からすでに中国の内陸の公認教会を応援し始めたのである。今夫婦二人とも、中国の内陸の公認
教会で顔が広く、説教もたくさん許された。筆者の親戚もその妻の説教を聞いたことがあった。 
 そして、筆者がその内陸あたりの公認教会の本部を訪問した時、そのリーダーは、筆者が日本
から来たと聞いたら、すぐ○○○○牧師を知っているか、と筆者に親切に聞くのである。この小
さいことからも、彼の長い間の伝道に実を結んだと分かった。 
 なお、中国大陸によく秘密伝道している団体は、世界の著名伝道者ビリー・グラハムの仲間で
あった。そして、前者が中国で作り出した教会は殆ど政府や公認教会に敵意を持っているに違い
ない。ところが、ビリー・グラハムだけが中国政府や公認教会と友好関係を保っており、中国の
6000人の公認教会の会堂で説教することすら許されていた。この対比から、中国との友好関係の
大切さがうかがえる。グローバルの世界である今、中国に良い影響を与えるために、友好な関係
を構築する必要がある。 
 一方、日本のクリスチャンが中国へ旅行するならば、是非日曜日を重ねて中国の公認教会で礼
拝して欲しい。礼拝に行った人は、礼拝を通して充電できるし、訪問された教会も交流によって
励まされるはずである。このような交流が深まれば、中国のキリスト教会への貢献が期待できる。
このようなことが、現在、さまざまな課題を抱えている中国教会への支援になるのではないだろ
うか。 
 それこそ、中国教会への一番良い支えだと筆者が思う。 
 加えて、中国のキリスト教が、順調に発展できれば、それは必ず中国、さらには世界平和にも
貢献できるはずである。 
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１ 黄大衛「現代中国のキリスト教についての一考察」九州ルーテル学院大学『ＶＩＳＩＯ』2013年、「中国におけ
るキリスト教の信仰の自由－中国教会の実態調査を通して－」『ＶＩＳＩＯ』2014年。このほかに、筆者は以下
の報告を行なっている。「熊本日日新聞」「中国のキリスト教」上・下（2014年９月12日、2014年９月13日）。 
２ 「熊本日日新聞」2015年８月５日。 
３ 前掲、黄大衛（2014）12頁。 
４ 前掲、黄大衛（2014）15頁。 
５ 日本基督教団公式サイト。 
６ 前掲、黄大衛（2014）14頁。 
７ 1966年に中国の全土で起こった「中国の文化大革命」を指す言葉である。 
８ 前掲、「熊本日日新聞」2015年８月５日。 
 
 
